
敬老祝い金

（高齢者の方々に対して長寿を

祝福することを目的とした制度です ）

その年の敬老の日（9 月15日）現在において
本町に引き続き1 年以上居住し、かつ、住民基
本台帳又は外国人登録原票に記載されている方
で、その年の 満80 歳・満90 歳・満100 歳 の
方のみに支給します。

● 支給基準日　9月15日

● 支給金額等

対象年齢 支 給 金 額 平成13年度対象者生年月日

満80 歳 年額10, 000 円 大正9年9月17日～10年9月16日
満90 歳 年額30, 000 円 明治43年9月17日～44年9月16日
満100 歳 年額100, 000円 明治33年9月17日～34年9月16日

● 支給日　9月中に該当者の方にお祝い金をお贈りします。

敬 老 特 別 入 浴 無 料 優 待

期　間　9月1日（土)～10月14日(日)
※ 休館日　毎週月曜日

対象者　70歳以上の三隅町民、及び同伴する
者のうち1 名( ただし、本人及び同
伴者、併せて期間中10回を限度とし
ます。)

その他　民生委員を通じて該当者に優待カー
ドを配布します。

※ 詳しくは湯免ふれあいセンター
43ー1000までお問い合わせください。
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『キャンペーンが目指す
５つの目標』
①高齢者が安心して自立した生活ができる、
保健・福祉のまちづくりを進め、ふれあ
いの輪を広げよう

②高齢者の知識、経験や能力をいかした、
就労・社会参加・ボランティア活動を進
めよう

③高齢者の生きがい・健康づくりへの取り
組みを進めよう

④介護問題をみんなで考えるとともに、高
齢者の人権を尊重し、高齢者やその介護
者を支える取り組みを積極的に進めよう

⑤高齢社会における家族や地域社会などの
役割を理解し、お互いに協力して豊かな
長寿社会をつくろう
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な
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4
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